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舎生クラブ

４月 舎生クラブ

５月 舎生クラブ

６月 舎生クラブ

大田原東高校との交流

７月 七夕会 納涼祭

９月 舎生クラブ

大田原東高校との交流

１０月 舎生クラブ

１２月 歳末お楽しみ会

１月 お正月お楽しみ会

豆まき集会

２月 お別れ会

ドッジボール大会

年間行事予定寄宿舎の１日

〈登校前の活動〉 〈下校後の活動〉

6:30 起床 14:00  小学部生下校

着替え 15:15 中・高等部生下校

布団の片付け 着替え

部屋清掃 衣類整理

7:15 点呼・体操 おやつ

7:30 配膳準備 自由時間

7:45 朝食 16:30 清掃

8:15 後片付け、歯磨き 布団敷き

8:30 個人登校 入浴準備

8:50 登校 17:00 配膳準備

17:30 夕食

18:00 後片付け、歯磨き

18:30 入浴

学習

自由時間

20:00 小学部生就寝

21:00 中・高等部生就寝

大田原東高校との交流及び共同学習

今年度は年２回の交流を予定しています。

第１回目の交流では、自己紹介、新聞紙じゃんけんやじゃんけ

ん列車などを行い、交流しました。

１回目から盛り上がり、みんな次回の交流を楽しみにしている

様子でした.

パフェ作り

「安全・安心を高めるために」

入舎している生徒達の安心・安全をより高めるために、本年度は防災教育に特に力を入れていま

す。地震や火災、水害、不審者侵入・・・。危険はいつ訪れるかわかりません。

舎生を保護者の皆様からお預かりしている学校は、いつどんなことがあったとしても、舎生の安

全を守り抜くためにはどうすればよいか、日々話し合いを重ねています。その中で本年度は、地震

を想定したショート訓練を舎生への予告なしに月1回ずつ行うこととしました。「災害時に自分の

身は自分で守る」ために、自分で考えて避難態勢がとれることを目指しています。夜間・深夜・早

朝の職員が手薄なときには、この行動がとれることが重要となります。そしてこの力は生徒一人一

人の将来の生きる力にもつながります。

舎生の自ら身を守る行動と、寄宿舎の指導員が冷静に的確な判断で舎生の避難誘導ができること

が命の安全につながります。

「備えあれば憂いなし」。さまざまな状況を想定して、職員は日々研鑽を重ねています。

校長 鈴木輝美

５月
壁面装飾

６月 ７月



① 帰舎してからの様子を見ることができ、よかったです。入舎前はいろいろなことをやってあげてしまっていたので、水筒

を洗うのも先生のお話をしっかり聞いて、頑張って洗っていてすごいなと思いました。

② 移動の際お兄さんが手を引いて食堂に連れて行ってくれてやさしい！息子が自分にも役割があることに気がついて、

少しずつ周りを見て覚えて、自分に手を貸してくれる先生やお兄さんに甘えるだけでなく、マネをしてやさしくすることと

話して伝えることが大切なんだと分かってくれると良いなと思います。

③ １人１人違う個性や違った環境での習慣の子たちと生活を共にしているのだと改めて思いました。娘は環境の変化

に弱いと思っていたのですが、生活していく中で自分の思いを先生に伝えることができること。環境に慣れながら集団

の生活の中で家では絶対に体験できない良い刺激と経験をさせてもらっていることに改めて感謝の気持ちでいっ

ぱいです。ありがとうございます。

寄宿舎参観にお越しいただきありがとうございました。参観された保護者等の方からたくさんの感想をいただ

きましたのでいくつか御紹介します。構成の都合上、全文での紹介ができませんが御了承ください。

⑤ 消極的で内向的だった息子が決めごとの司会をしているところを見られて

とても嬉しかったです。また、大勢の子と笑い合いながら活動している姿を見て

心が温かくなりました。「息子よ、立派になったね。お母さんはとても嬉しいです」

と感謝の気持ちでいっぱいです。

④ みんなとどんな風にふれあったりしているのか気になっていましたが、予想以上に息子が楽しそうにすごしていたの

で安心しました。やることもしっかりやっているみたいなのでこのまま続けてやってほしいと思います。まだまだ成長する

ことを楽しみにしています。

今回紹介できなかった

感想につきましては次号で

紹介させていただきます。

令和６年度 舎室紹介

１号室

２号室

３号室

４号室

６号室

５号室


